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～地球温暖化防止に向け、当社の委託物流段階における環境負荷を低減～ 

国内産生鮮野菜の食材配送段階で、2005 年度比で 

エネルギー使用量 23.1％、温暖化負荷 23.5％ 削減を実現 
 

モスバーガーを展開する株式会社モスフードサービス（代表取締役社長 CEO：櫻田 厚、本社：

東京都品川区）では、2007 年度（測定期間：2007 年 4 月 1日～2008 年 3 月 31 日）の生鮮野菜の

食材配送時における環境負荷値を測定した結果を公開します。2007 年度の削減実績は、初めて測

定した 2005 年度（測定期間：2005 年 4 月 1 日～2006 年 3 月 31 日）に比べ、食材配送量 1t あた

りのエネルギー使用量が 1,101.3MJ（*注 1）で 23.1％、温暖化負荷が 81.1kg－換算 CO2で 23.5％

となりました。 

*注 1：MJ＝メガジュール。エネルギーの単位 

 

今回の環境負荷低減の要因として、レタスの配送用容器に関して、繰り返し使用可能な「リユ

ースコンテナ」を全店で導入したことが挙げられます。2005 年度まで、国内産地から店舗までの

配送用容器はダンボールでの納品を行っていましたが、2006 年度に順次「リユースコンテナ」の

導入を始め、2007 年度には全店での導入が完了したことで、「包装資材」の温暖化負荷の削減に

成功しました。 

 

当社は、2007 年 2 月、経済産業省所管の社団法人産業環境管理協会が推進する「エコリーフ環

境ラベル」（*注 2）の認証を取得しました。対象としたのは、当チェーンで全量国内調達している

生鮮野菜の中で使用量が多い、トマト、レタス、タマネギの生鮮野菜 3 品目の配送時における物

流システムです。「物流における環境負荷（エネルギー使用量、温暖化負荷、酸性化負荷）」を

数値化し、第三者の検証を受けて公開することで、更なる環境負荷の低減につなげ、おいしい野

菜を提供できる環境を維持できるものと考えています。2007 年 2 月の認証取得時には 2005 年度

の食材配送を対象としており、今回の数値は、この「エコリーフ環境ラベル」の基準に則った年

度総量公表の更新となります。 

 

*注 2：「エコリーフ環境ラベル」＝環境に関する国際規格である、ISO14040 シリーズに基

づく LCA （ライフサイクルアセスメント）手法により算出した製品の、定量的な環境負荷デ

ータを開示する認証ラベル。 

 

当チェーンでは、「おいしさ、安心、安全、健康」そして「環境配慮」という考え方から、チ

ェーン全体で積極的な環境負荷低減と環境情報開示を進めています。1997 年には食材配送におい

て、常温、チルド、冷凍の三温度帯の一括配送による省エネルギー対策を始めました。2003 年に

は、食品リサイクルへの実験的な試みとして配送時の原料回収システムの実験を行い、また同年、

本格的なモーダルシフトを始めています。2004 年には ISO14001 認証を取得して、さらなる環境

への取り組みを積極的に展開しています。 

 

モスフードサービスでは、「人間貢献・社会貢献」の経営理念のもと、「おいしくて、安全で、

健康によい商品」を「真心と笑顔のサービス」とともに提供することに一貫して取り組んでいま

す。地球温暖化が問題視されるなか、当チェーンは、「脱石油」「地球温暖化抑止」を積極的に

進め、お客さまを始め、当チェーンに関わる方々へ幅広く環境負荷低減を呼びかけていきます。 

 



＜「エコリーフ環境ラベル」認証の更新概要＞ 

 

■公開日    ：平成 20 年 12 月 3 日（水） 

 

■登録番号   ：Ｎｏ．ＣＥ－０８－００３ 

 

■データ公開方法：産業環境管理協会ホームページに掲載 

http://www.jemai.or.jp/ecoleaf/index.cfm 

 

■生鮮野菜の食材配送システムにおける主な環境負荷（店舗到達食材 1t あたり）＞ 

 

環境負荷項目 

（店舗到達食材 1t 当り） 

2005 年度 

（2005年 4月 1日～2006年 3月 31日）

2007 年度 

（2007 年 4 月 1日～2008 年 3 月 31 日）
削減値

エネルギー使用量（MJ） 4,762.3 3,661.0 1,101.3

温暖化負荷（kg－換算 CO2） 344.9 263.8 81.1 

酸性化負荷（kg－換算 SO2） 0.5 0.4 0.1 

※ 対象食材は、レタス、トマト、タマネギ（カットタマネギ含む） 

※ 主な輸送手段は、トラック、鉄道、船舶、航空機 

※ 海外調達率は、0％ 

 

 

＜この件に関する問い合わせ先＞ 

株式会社モスフードサービス 広報 IR 室  TEL. 03-5487-7371 FAX. 03-5487-7310 

〒141-6004  東京都品川区大崎 2-1-1 ThinkPark Tower 4F 

http://www.mos.co.jp  E-mail. pr@mos.co.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


